
笈
多
紀
元
の
隅
題

岩

本

裕

　
　
　
　
【

　
郎
度
古
代
実
の
研
究
に
撃
っ
て
我
々
の
最
も
因
難
と
す
る
慮
は

碑
文
其
他
の
史
料
に
見
ゆ
る
柱
聯
の
比
定
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の

年
撒
が
如
何
な
る
紀
元
に
依
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
か
判
明
し
な
い

も
の
は
勿
論
、
そ
の
依
書
す
る
紀
元
の
㎎
記
さ
れ
て
み
る
も
の
に

至
っ
て
も
、
其
の
紀
元
が
果
し
て
何
時
の
頃
－
西
暦
紀
元
を
標

準
に
し
て
、
西
紀
何
年
に
創
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、

そ
の
紀
元
と
西
紀
と
の
客
の
一
年
の
始
細
り
を
天
爵
置
上
よ
り
み

て
太
陽
の
如
何
な
る
位
置
の
際
に
置
く
か
と
い
ふ
事
に
依
っ
て
決

定
せ
ら
れ
る
喰
ひ
蓮
ひ
、
或
は
叉
碑
文
等
に
見
ゆ
る
特
異
の
天
艦

現
象
．
更
に
は
此
慮
に
問
題
の
紀
元
と
比
較
研
究
す
べ
き
印
度
内

地
の
他
の
多
く
の
紀
元
の
計
算
法
、
輩
等
外
二
間
に
於
け
る
暦
法

の
粗
並
等
、
此
等
が
騰
然
と
入
り
暴
れ
て
此
慮
に
極
め
て
複
難
な

　
　
　
　
笈
多
麗
元
の
問
題

計
算
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
其
の
間
に
介
在
し
て

甲
論
乙
駁
縄
え
間
な
い
右
様
な
の
で
あ
，
る
。
今
日
に
於
て
一
般
年

代
墨
の
嚢
蓬
と
共
に
印
度
學
に
於
け
る
此
の
方
面
の
行
績
も
著
し

く
進
歩
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
慾
に
亘
っ
て
翼
々
決
定
的
な

結
果
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
翁
幾
多
の
問
題
が
疑
惑
を
も
た

ら
す
の
で
あ
6
。
今
此
塵
に
問
題
覗
せ
ん
と
す
る
笈
多
（
○
ε
）
¢
）

紀
元
の
問
題
は
實
に
そ
の
好
適
な
一
例
で
あ
っ
て
、
此
の
紀
元
を

創
始
し
た
笈
単
玉
朝
が
印
度
古
代
史
上
第
一
の
王
朝
で
あ
る
だ
け

に
．
此
の
問
題
を
取
扱
ふ
者
が
多
く
、
從
っ
て
此
の
問
題
を
云
爲

す
る
元
め
に
は
幾
多
の
論
・
謹
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
譜

　
前
田
紀
の
叢
薄
、
冒
営
①
。
・
》
汐
3
℃
が
此
の
雑
題
を
取
扱
っ
て

跨
來
、
目
μ
9
6
器
・
0
9
昌
駄
b
σ
q
岡
μ
帆
舞
・
蜀
。
お
霧
。
。
○
浮
・
塑
○
・
ヒ
づ
｝
缶
望

9
二
（
鍵
・
ρ
切
器
乞
2
・
国
0
2
巳
①
等
が
此
の
闇
題
に
冷
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
第
十
九
谷
　
第
四
號
　
　
七
二
一

（　lb｝3　）



　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

所
見
を
頭
痛
し
た
の
で
あ
「
り
、
而
も
洞
一
入
に
し
て
徽
次
に
亙
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
説
を
攣
へ
た
者
も
あ
っ
弛
の
で
、
麿
に
印
度
史
學
の
み
の
立
鵬

よ
り
見
れ
ば
、
前
世
紀
の
中
葉
は
笈
多
紀
元
の
問
題
に
終
始
し
た

の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
一
八
八
八
年
に
至
っ
て
冒
朔
麟
。
9
が

H
舅
〇
二
℃
賦
書
コ
。
亀
窪
Φ
国
慶
D
円
マ
○
離
℃
葺
H
〈
ヨ
葛
鑓
乙
け
プ
①
マ
。
。
門
．
0
8
・
・
整

通
読
を
著
し
て
、
此
の
問
題
は
此
虚
に
一
先
づ
落
着
し
た
の
で
あ

る
。
郎
ち
コ
。
簿
は
そ
の
序
論
に
於
て
〉
養
三
聲
タ
N
暮
襲
の

≧
9
尋
あ
の

　
○
目
五
葬
9
1
阿
は
O
巴
色
色
鋤
に
二
百
四
十
】
年
直
る

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
云
ふ
記
事
に
依
っ
て
、
（
い
葬
p
紀
元
1
（
紀
元
元
年
は
西
詩
紀

元
七
八
一
九
年
に
相
議
す
）
一
二
百
四
十
二
年
邸
ち
西
紀
三
二

〇
！
一
年
を
笈
多
紀
要
言
年
と
考
定
し
、
此
の
年
次
。
か
笈
多
紀
元

を
有
す
る
碑
文
に
見
ゆ
る
天
文
野
上
の
記
載
、
例
へ
ば
、
笈
多
紀
元

一
六
…
二
年
の
日
附
を
有
す
る
評
馨
邑
町
場
累
筈
調
帳
智
甲
H
・
・
篭
昌
の

　
③

窓
含
ピ
刻
銘
に
、
そ
の
年
が
翠
夢
禦
〉
禽
鋤
）
直
鋤
。
・
除
く
①
璽
奉
で
あ

る
と
記
す
記
事
、
譲
葉
一
六
五
年
の
日
附
を
有
す
る
津
出
丁
重
貯

　
　
　
　
　
④

の
団
養
⇔
碑
文
に
見
ゆ
る
、
そ
の
年
の
》
ω
｝
要
害
p
月
の
白
眼
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

＋
二
毫
篇
（
彦
毒
盆
図
）
望
「
£
毎
二
の
日
な
る
記
事
等
と
抵
鯛
せ

　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
七
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ざ
る
こ
と
を
算
定
し
て
、
此
碗
に
笈
多
紀
元
元
年
は
西
紀
三
二
〇

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

年
ム
一
月
二
十
六
9
よ
9
三
二
一
年
｝
二
月
十
五
口
に
至
る
撒
懸
崖
四
に
静
微

當
す
る
旨
を
演
説
し
、
夏
に
一
八
九
一
年
に
冒
（
箭
⇔
〉
謀
ご
ご
碧
｝
、

×
渚
（
マ
爾
？
。
。
。
。
9
に
〇
三
“
寧
ノ
．
巴
p
蔓
寄
p
な
る
論
文
を
載
せ

て
掻
き
の
説
を
補
っ
た
の
で
あ
る
り
彼
の
所
読
は
實
に
笈
多
紀
元

に
逸
す
る
諸
の
閤
題
を
論
じ
去
り
論
じ
來
っ
て
、
　
一
黙
の
非
難
を

も
加
ふ
べ
き
像
地
が
見
嵐
せ
な
い
の
で
あ
り
、
此
麗
に
印
度
礎
家

に
依
っ
て
正
鴇
を
得
た
も
の
と
認
容
さ
れ
九
の
で
あ
っ
た
。
而
も

夏
に
一
九
一
七
年
に
至
っ
て
、
H
ハ
9
切
・
℃
ρ
管
巻
が
H
只
蕾
ご
2
μ
苧

ぬ
g
ご
．
×
ピ
ぐ
H
に
累
⑦
奢
ご
σ
q
ぎ
書
ひ
o
O
鳶
）
3
図
養
聾
鳥
と
凶
一

｝
二
三
爵
と
題
す
る
論
文
を
載
せ
、
そ
の
中
に
於
て
書
那
（
冒
［
6
）

敏
の
資
料
で
あ
る
冒
霧
①
舞
の
麟
鋤
同
ぎ
身
9
第
六
＋
章
（
倉
蒼

鹿
刈
・
劇
。
。
G
。
．
特
旨
）
、
及
び
○
ξ
菩
ぎ
母
ρ
Q
ヲ
跡
①
一
影
の
弟
子
）
の

d
茸
蝉
鎚
℃
‘
贔
心
簿
岡
三
七
十
六
立
早
（
（
、
一
〇
オ
ρ
　
Q
Q
O
O
刈
i
二
一
鴎
．
　
駆
ゆ
O
。
　
A
戯
刈
）
の

　
　
　
　
⑥

記
事
に
依
り
、
笈
多
紀
元
の
年
撒
は
欝
冨
紀
元
の
年
数
に
二
百

四
十
丁
だ
加
ふ
る
こ
と
に
依
っ
て
得
る
旨
を
論
概
し
て
（
笈
多
紀

元
が
北
方
0
2
。
夢
紀
元
と
同
じ
組
織
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
，
そ
の

年
の
始
め
は
O
翼
忌
月
の
臼
分
の
　
日
で
あ
る
こ
と
は
、
ヨ
。
簿

（　lb）　・1　）



が
前
記
著
書
の
序
論
六
十
九
頁
よ
り
七
十
九
頁
に
亙
っ
て
詳
細
に

論
じ
て
み
る
）
、
≧
σ
黛
欝
ゆ
の
記
事
を
確
め
る
み
共
に
，
冤
8
陣
の

所
説
を
補
強
し
た
の
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
笈
多
紀
元
に
窪
し
て
は

問
題
は
な
い
も
の
の
檬
に
思
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
っ

て
此
の
年
次
郎
ち
幽
魂
紀
元
元
年
は
西
紀
三
二
〇
i
一
年
に
該
當

す
る
と
な
す
所
詮
に
疑
を
懐
く
者
が
、
印
度
密
事
に
携
は
ろ
印
度

人
の
間
に
鐵
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
幹
．
來
に
於
け
る
史
料
の
登
見

更
に
は
印
度
史
學
の
糞
達
か
ら
み
て
當
然
の
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
問
題
は
再
び
此
庖
に
提
回
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
Q

　
最
近
に
於
け
る
最
も
詳
細
を
極
め
た
所
論
は
、
0
9
．
曲
⇒
（
一
勺
鉱
が

嗣
○
ξ
口
巴
O
h
ぎ
9
鋤
p
H
臨
ω
8
，
蜜
×
目
（
一
〇
q
。
P
》
二
三
　
）
　
一
七
五
頁
以

下
に
載
せ
た
躍
6
0
ξ
欝
鴛
創
夢
。
＜
p
5
ぴ
三
閃
摂
。
。
と
題
す
る

論
文
で
あ
る
。
私
が
澱
下
に
於
て
問
題
と
す
る
の
は
實
に
此
の
論

文
で
あ
っ
て
，
蒲
も
そ
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
題
名

に
示
す
通
り
、
彼
の
所
論
は
笈
多
紀
元
に
止
ま
ら
す
く
飴
；
三
（
伐

畷
雛
）
紀
元
に
も
及
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
此
の
紀
元
に
就
い
て

は
笈
多
紀
元
に
心
し
て
蓮
べ
る
際
に
は
必
ず
嘗
及
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

ら
な
い
の
で
あ
る
が
，
今
此
虜
に
此
の
隠
題
を
取
扱
ふ
と
す
れ
ば

問
題
が
．
彌
が
ヒ
に
も
混
雅
す
る
の
で
あ
り
，
而
も
坦
ギ
に
私
が
論

述
し
よ
う
と
す
る
慮
と
は
庖
接
に
關
係
が
な
い
問
題
で
あ
る
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

罰
愛
し
て
後
日
に
譲
る
と
し
て
、
即
ち
彼
の
笈
多
紀
元
元
年
は
酉

へ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

暦
紀
元
二
七
二
一
三
年
に
該
癒
す
と
な
す
説
に
難
し
て
の
み
論
述

を
加
へ
よ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二

　
Q
O
ぐ
ぎ
α
男
賦
　
の
笈
多
紀
元
元
年
が
酉
紀
二
七
二
一
三
確
に
該

回
す
と
な
す
所
説
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
今
。
。
勉
ヨ
篇
〔
ぎ
。
。
ξ
翁
の
次
の
9
ご
紆
招
巷
夢
二
世
以
後
の
笈

　
多
諸
王
に
就
い
て
今
日
迄
に
知
ら
れ
た
年
代
を
列
擁
し
て
み
る

　
と
次
の
様
で
あ
る
。
（
司
蒙
汀
ビ
、
需
。
鳥
・
や
ε

　
　
○
影
母
お
£
）
貯
H
H
－
9
匂
Q
．
G
。
ゆ
M
G
。
◎
。
“
り
q
。
”
逡
・
或
は
義
．

　
　
囚
蛋
B
倒
毒
σ
q
【
も
、
ρ
H
一
ρ
o
D
．
り
要
り
Q
。
”
諮
．
層
一
q
。
（
）
．

　
　
O
Q
貯
影
α
お
鐸
豆
僧
　
一
ρ
G
Q
’
】
O
恥
”
一
Q
。
N
お
G
。
“
滋
ポ
竃
♪

　
　
　
に
伊
置
◎
一
恥
8
一
瓜
G
Q
M
憲
ρ

　
〔
註
　
9
ω
・
に
節
も
3
・
彦
山
’
、
臆
説
，
ち
笈
多
紀
元
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
而
し
て
一
九
一
五
年
に
嚢
表
さ
れ
た
一
つ
の
碑
文
に
は
笈
多

　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
七
二
三
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笈
多
紀
元
の
問
羅

紀
元
一
五
四
年
に
或
る
滅
毒
断
養
σ
箒
ξ
貯
と
い
ふ
王
が
統
治
し

て
み
た
旨
記
し
て
み
る
。
而
し
て
競
の
年
は
鉾
§
告
辞
ξ
霞
が

未
だ
王
で
あ
っ
た
O
■
○
。
・
一
お
に
黙
れ
る
こ
と
五
年
で
あ
る
か

ら
、
此
の
碑
文
に
見
ゆ
る
獣
臼
鼠
δ
σ
。
ξ
貯
は
参
言
9
1
5
σ
⇒
ξ
㌶

一
世
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
6
。
犀
§
穿
σ
q
ξ
露
の
蔭
接
の
後
干
者

で
あ
り
、
同
時
に
り
ζ
⇒
含
σ
Q
ξ
欝
の
父
王
と
同
名
で
あ
る
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
砿
】
§
乙
お
ξ
邸
の
子
で
あ
る
に
工
合
な
い
。

而
し
て
恐
ら
く
捗
が
子
孫
な
く
し
て
死
ん
だ
後
に
彼
の
淑
父
で

あ
る
℃
身
⇔
σ
q
［
も
霞
。
か
郎
位
し
た
の
で
あ
り
、
而
も
ぎ
毒
讐
】
）
3

の
統
治
も
極
め
て
短
く
、
彼
の
子
謬
霧
蔓
・
謬
ξ
獲
6
ご
緋
砂
岩

が
次
い
で
立
つ
た
の
で
あ
る
。
捜
し
℃
此
の
王
が
大
斑
西
域
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
見
ゆ
る
婆
・
羅
阿
迭
多
へ
扁
包
鑑
ξ
⇔
）
で
あ
り
、
從
っ
て
ソ
｛
…
プ
学

強
み
三
鋤
（
西
域
記
に
見
ゆ
る
摩
醗
羅
矩
羅
）
と
同
畔
代
で
あ
る
。

　
而
し
て
レ
霞
首
箒
三
津
に
縦
し
て
は
く
自
。
3
α
｝
巡
§
舞
の
ッ
樹
㌘

　
　
　
　
　
　
⑩

〔
げ
。
。
費
石
柱
碑
文
に
、
律
が
く
理
9
テ
磐
5
醤
に
敗
退
せ
し
め

ら
れ
、
服
從
を
飴
儀
な
く
せ
ら
れ
た
旨
記
し
て
み
る
。
而
し
て

レ
宣
ρ
＜
⇔
紀
元
五
八
九
年
（
西
紀
五
三
二
）
の
R
附
あ
る
O
算
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
寓
言
魯
。
・
○
、
碑
文
に
於
て

　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
臨
號
　
　
七
二
圏

　
ン
ニ
陽
型
寒
畿
書
寡
嵩
〔
｝
養
σ
つ
一
く
鍵
。
山
ゴ
弩
鑓
鋤
9
葺
9
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
記
さ
れ
、
そ
の
意
中
動
詞
は
現
在
蒔
聡
を
以
て
説
さ
れ
て
る

る
こ
こ
よ
り
、
そ
の
挙
措
即
ち
西
紀
五
三
二
年
の
頃
≦
6
渉
曵
・
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

叢
勇
は
生
存
し
て
を
り
、
且
又
統
治
し
て
み
た
こ
と
を
知
る
。

面
し
て
煎
蓮
の
く
衆
。
謬
嘗
慈
⇒
の
累
導
魯
ω
9
碑
文
に
記
す

慮
の
彼
が
諸
凶
三
邑
｛
三
ρ
を
敗
退
從
醗
せ
し
め
江
と
云
ふ
事
實
に

虚
し
て
は
、
意
業
に
云
ふ
、
U
鉢
鴇
の
冒
碧
紆
ω
○
「
碑
文
に
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

諸
徳
へ
て
る
な
い
の
で
あ
っ
て
，
此
の
傳
へ
て
る
な
い
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

事
書
は
、
疑
ひ
も
な
く
く
黛
○
∩
管
ρ
§
睾
の
碑
文
が
よ
り
古
い

の
で
あ
り
、
ソ
誹
ぎ
ざ
ケ
の
敗
退
從
旛
と
い
ふ
事
件
が
此
の
碑

文
が
刻
せ
ら
れ
た
當
時
に
於
て
耳
新
ら
し
い
事
件
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
○
換
言
す
れ
ば
、
引
決
○
色
茜
コ
碁
昌
が
實
際
に
ジ
｛
雪
【
？

巨
げ
を
敗
退
せ
し
め
て
勝
利
を
得
て
，
夏
に
そ
の
こ
と
に
依
っ

て
嘗
丁
笈
多
色
王
の
統
治
し
た
劔
、
域
よ
り
も
廣
い
領
域
を
自
ら

　
　
⑭

領
有
し
た
陰
を
世
界
に
向
っ
て
宣
書
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
三

っ
て
此
の
翠
玉
は
そ
の
勝
利
の
直
後
に
刻
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
U
欝
鈴
の
碑
文

は
池
の
開
馨
式
を
記
し
た
私
の
碑
文
で
あ
り
，
く
駕
。
穿
9
円
叢
き
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の
ン
寧
潔
ざ
か
に
書
す
る
勝
利
は
既
に
数
年
以
前
の
事
件
と
し

て
、
よ
く
且
叉
廣
く
知
ら
れ
て
み
て
繰
返
す
必
要
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
昏
8
〔
節
9
讐
醤
の
碑
文
は
U
㊤
冨
p

の
そ
れ
よ
り
三
年
早
い
も
の
で
あ
っ
て
、
此
等
爾
碑
文
の
間
に

於
け
る
聞
隙
は
少
く
と
も
約
十
五
年
で
あ
る
と
思
ふ
Q
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

U
p
す
p
の
碑
文
は
西
紀
五
三
二
年
で
あ
る
か
ら
、
　
く
爾
。
◎
罫
7

語
p
昌
碑
文
は
略
西
紀
五
一
五
年
の
頃
の
も
の
と
な
す
を
得
る
で

あ
ら
う
。
師
ち
此
の
時
迄
に
レ
｛
曽
．
量
犀
巳
9
は
全
く
敗
退
せ
し
め

ら
れ
て
る
た
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
而
し
で
ジ
譲
旨
舞
三
階
の
○
惹
ぎ
居
幕
命
に
は
、
彼
が
｝
）
期
夢
ヴ

罵
〔
三
ぐ
巴
X
園
。
巴
O
h
峰
【
6
霧
H
3
）
及
び
モ
篇
講
ω
囲
聾
（
昏
①
σ
o
ω
叶

9
風
痘
旨
σ
q
ω
）
と
記
さ
れ
で
を
り
、
彼
の
飾
位
十
五
年
の
年
と

い
ふ
日
附
が
あ
る
。
裁
っ
て
，
彼
が
く
碧
○
象
鷺
報
効
⇒
に
敗
退

す
る
以
前
に
少
く
と
も
十
五
年
間
彼
が
統
治
し
て
み
た
こ
と
は

疑
ひ
な
い
。
、
弼
し
て
彼
が
9
冥
p
王
朝
を
倒
し
た
の
は
凡
そ
＋

年
以
前
、
廓
ち
略
五
再
五
年
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　
更
に
囚
毎
自
陣
B
σ
q
三
Ψ
討
と
切
』
臼
ブ
鍵
ヨ
害
と
の
「
所
謂
累
岱
午

　
　
　
　
⑰

9
㎝
9
碑
文
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
其
の
最
初
の
部
分
に
は

　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
慰

窓
鋤
婁
ρ
紀
元
四
九
三
年
即
ち
西
紀
四
三
七
一
八
年
の
R
附
を

有
し
、
、
第
二
十
六
詩
に
穴
餌
諺
9
1
「
お
ξ
邸
が
大
地
を
支
配
す
る

帝
王
と
し
て
記
さ
れ
、
第
二
十
九
詩
に
は
測
串
多
弓
、
婁
冨
撃
が

竃
巳
p
茜
地
方
の
そ
の
地
を
治
す
る
藩
侯
で
あ
る
旨
を
記
し
て

み
る
の
で
あ
る
が
、
嵐
讐
6
紀
元
五
二
九
年
ρ
西
紀
四
七
一
一
丁

四
）
の
日
附
を
有
す
る
そ
の
第
二
の
部
分
に
は
，
此
等
二
人
の

王
侯
に
就
い
て
は
何
等
一
記
す
旛
…
な
く
、
第
三
十
山
五
畿
に

　
σ
巴
葺
薮
。
。
9
欝
p
鋳
8
昌
9
圏
肥
①
昌
9
1
ど
．
訓
凶
（
～
8
冒
倒
隠
謀
く
口
笹
…

　
課
一
筆
者
一

　
多
く
の
歳
月
の
過
ぎ
去
り
し
時
に
於
て
、
他
の
諸
王
蓬
に
依

　
つ
て
〔
統
治
せ
ら
れ
し
階
、
〕

の
句
が
あ
る
。
此
に
依
っ
て
齋
紀
四
三
七
年
と
同
四
七
三
年
の

三
十
六
年
の
㎜
側
に
、
此
の
地
方
に
滞
る
根
本
的
な
攣
化
．
か
超
つ

た
に
相
蓮
な
し
と
断
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
、
る
。

　
直
し
て
、
此
の
期
間
中
に
於
け
る
此
の
地
方
の
攻
略
者
は
、

勾
奴
の
長
6
0
養
誉
冒
9
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

彼
の
統
治
一
年
の
碑
文
が
東
部
ま
巴
鍵
p
の
国
議
⇔
に
建
て
ら
れ

　
　
　
　
　
　
⑱

て
る
る
の
で
あ
る
　
而
も
門
。
舜
ヨ
隅
曇
の
貨
幣
に
見
ゆ
る
．
．
軌
晩
、

　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
五
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笈
多
紀
元
の
問
題

の
数
字
が
、
・
彼
の
統
治
年
数
を
示
す
も
の
で
あ
仰
、
9
こ
と
は
凡
て

　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
認
む
る
慮
で
あ
り
、
且
彼
の
子
〉
廻
田
雲
南
瀞
の
碑
文
は
そ
の

統
治
十
五
年
の
口
附
を
有
し
て
み
る
こ
と
よ
り
、
少
く
と
も
粥

者
の
治
世
の
長
さ
は
略
七
十
年
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
前

蓮
の
如
く
歯
学
算
巳
9
は
五
一
五
年
の
頃
夢
3
（
｛
ぎ
§
§
に

よ
つ
て
敗
退
せ
し
め
ら
れ
拠
の
で
あ
る
故
に
、
↓
（
養
畜
冒
飴
の

統
治
第
一
年
は
恐
ら
く
西
紀
四
四
五
年
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
は

れ
る
。

　
羅
馬
紀
元
一
六
五
年
の
日
影
を
有
す
る
津
（
ヲ
お
ξ
貯
の
碑

文
に
於
て
b
ッ
勧
臓
募
ど
二
と
U
ζ
3
・
ρ
！
、
謬
醤
の
兄
弟
が
束

冒
p
罫
≦
の
国
舞
p
を
中
心
と
す
る
地
方
を
統
治
し
て
み
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑳
　
．

を
傅
へ
日
9
葭
巳
碁
の
寄
鎚
碑
文
に
煮
て
鴬
馨
葵
、
㎞
も
。
耳
戸
μ
は

　
　
　
　
⑳

饒
に
死
ん
だ
と
記
さ
れ
て
み
る
故
に
、
恐
ら
く
此
の
碑
交
は
前

々
の
隠
秘
亀
6
σ
Q
餌
℃
翁
の
碑
文
よ
り
少
く
と
も
十
年
遅
い
も
の
、

帥
ち
笈
多
紀
元
一
七
五
年
の
頃
の
も
の
か
と
房
へ
ら
れ
る
。
而

も
、
前
蓮
の
如
く
日
○
套
昌
属
の
野
嘗
碑
文
は
略
酉
紀
四
四

五
年
の
頃
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
笈

多
紀
元
一
七
五
年
と
蝋
燭
四
四
五
年
と
は
互
に
相
接
近
し
丁
ゐ

　
　
　
　
　
　
蟹
鮒
十
九
ぬ
ぜ
　
筑
剛
餌
円
號
、
　
　
七
二
論
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

る
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
笈

多
紀
元
元
年
は
四
書
五
マ
イ
ナ
ス
一
七
五
蔀
ち
二
七
〇
（
西
紀

二
七
〇
年
）
に
非
常
に
近
接
し
た
年
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の

で
あ
る
．
）

　
薫
育
紀
元
二
百
九
年
の
口
詩
を
有
す
る
ω
勉
艶
色
6
げ
ξ
の
刻

銘
に
於
て
、
笈
多
王
の
支
配
が
認
め
ら
れ
て
み
る
が
、
此
の
日

附
が
笈
多
世
系
の
年
代
上
最
後
の
日
附
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
此
の
日
附
が
笈
多
王
朝
の
減
亡
の
年
・
駅
に
先
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
と
遙
か
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
從
っ
て
其
の
問
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

二
十
年
と
見
て
も
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
此
鮭
　
（

に
於
て
，
笈
多
ヂ
朝
の
滅
亡
は
略
笹
津
二
二
九
年
の
頃
と
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
前
角
の
如
く
、
そ
れ
は
略
酉
紀
五
百

五
年
の
頃
で
あ
る
。
從
っ
て
笈
多
紀
元
元
年
は
五
〇
五
年
マ
イ

ナ
ス
ニ
ニ
九
年
師
ち
酉
紀
二
七
六
年
に
近
接
し
た
年
次
で
あ
る

に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

　
聖
慮
に
於
て
，
笈
多
紀
元
元
年
が
眞
に
何
れ
の
年
次
に
該
當

す
る
か
ψ
ぞ
問
兄
識
す
爲
に
、
西
一
紀
二
六
〇
年
よ
り
同
八
十
・
兜
r
に
至

る
二
十
年
夏
を
取
上
け
て
、
そ
の
何
れ
が
正
確
な
結
果
を
得
る



か
を
翻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
の
場
合
に
最
r

も
手
近
な
も
の
は
新
に
獲
見
さ
れ
た
爵
巳
満
引
雪
二
世
の

ジ・

_
；
毒
碑
文
で
あ
る
。
此
の
碑
文
は
笈
多
紀
元
六
＋
一
年
の

　
　
　
一
　
　
⑳

最
初
の
〉
。
・
｝
扇
譜
一
山
月
の
自
分
の
五
日
と
云
ふ
日
附
を
有
し
て
み

る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
ロ
附
に
依
っ
て
笈
多
紀
元
六
十
【
年
の

歳
に
於
て
、
〉
多
念
ぎ
月
が
閏
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
實
を
知
り

得
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
書
き
の
酉
島
二
六
〇
年
か
ら
二
八
○

年
迄
の
問
の
凡
て
の
年
三
に
六
十
一
年
或
は
六
二
年
を
加
へ
て

此
慮
に
三
二
一
年
よ
り
三
四
二
年
置
至
る
凡
て
の
年
吹
を
得
る

の
で
あ
る
が
、
此
の
年
次
の
間
に
果
て
西
紀
三
三
四
年
に
の
み

此
の
〉
。
・
葺
α
冨
月
が
関
で
あ
る
．
で
、
一
一
一
三
四
年
よ
の
六
一
年

と
六
二
年
と
を
減
じ
て
、
二
七
二
年
と
二
七
三
年
と
を
得
る
。
か

く
て
二
七
一
丁
三
年
が
笈
多
剃
元
素
年
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
・
三

　
以
上
第
二
簾
に
於
て
（
げ
〆
・
ヲ
畠
H
．
鉱
の
所
詮
の
依
っ
て
來
る
慮

を
大
略
蓮
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
更
に
此
の
年
次
が
着
き

に
暴
け
た
が
急
き
碑
丈
に
記
さ
れ
て
み
る
天
文
學
ト
の
記
載
、
側

へ
ば
笈
多
紀
元
一
六
三
年
が
竃
聾
ぞ
〉
つ
・
鋤
）
嵐
瀞
加
嘗
胆
奏
デ
5
で

　
　
　
　
笈
多
御
ツ
兀
の
問
籍
嬰

あ
り
　
同
一
五
六
年
が
ピ
聾
引
く
蹴
つ
群
夢
の
ρ
囲
｝
ノ
蛙
沼
毒
で
あ
る

等
と
記
さ
れ
た
記
事
と
抵
鰯
し
な
い
こ
と
を
詳
細
に
蓮
べ
て
る
る

の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
就
い
て
記
評
し
論
述
す
る
こ
と
は
今
は

避
け
る
が
、
要
す
る
に
。
・
診
く
鋤
鐙
舜
と
は
木
晃
の
茎
凶
鴛
巴
透
震

援
っ
て
算
婁
ら
れ
空
理
で
あ
っ
勉
真
は
＋
季
竺

周
期
と
す
る
も
の
，
で
あ
る
か
ら
、
今
濁
Φ
簿
と
○
つ
ぐ
ヲ
臨
り
鑑
と

の
差
違
四
十
八
年
は
實
に
そ
の
四
周
期
に
相
評
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

從
っ
て
そ
の
何
れ
を
依
糠
と
し
て
も
そ
の
結
果
に
於
て
は
同
一
な

の
で
あ
っ
て
、
今
の
場
合
直
接
此
を
記
蓮
論
述
す
る
必
要
も
な
い

の
で
あ
る
。
兎
も
角
∩
0
4
乙
黒
血
の
所
説
は
上
記
撒
頁
に
亙
っ

て
犬
騰
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
が
其
の
瓶
設
の
経
過
を
兇

る
に
第
一
に
念
頭
に
潭
ぶ
の
は
、
秒
が
笈
劣
紀
元
元
年
》
浬
干
す

る
に
常
っ
て
，
先
づ
最
勧
に
於
て
○
§
費
お
き
欝
二
世
の
竃
㍗

島
毎
9
碑
丈
に
依
っ
て
上
記
の
二
七
一
丁
三
年
を
得
て
、
然
る
後
に

そ
の
可
能
性
を
實
乾
せ
ん
た
め
笈
多
紀
元
元
年
は
略
西
紀
二
百
六

十
年
と
二
叉
八
十
年
と
の
聞
に
あ
る
べ
し
と
し
た
も
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
是
非
は
論
外
と
し
て
も
、
笈

多
一
．
百
九
年
と
笈
多
王
朝
の
滅
亡
と
の
間
に
略
二
十
年
の
隔
り
が

　
　
　
　
　
　
錦
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
毛

（1．｛，9）



　
　
　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

あ
ら
う
と
か
、
或
は
切
戸
銘
話
σ
。
ε
貯
の
碑
文
と
、
擁
、
c
歪
轟
蓉
の
そ

れ
と
の
聞
に
略
＋
年
の
聞
隙
が
あ
ら
う
と
か
、
何
を
根
嫁
と
し
て

の
論
定
で
あ
る
か
解
繹
に
苦
し
む
慮
で
あ
る
．
、
彼
が
得
た
結
果
か

ら
み
れ
ば
」
．
そ
の
推
論
は
正
し
い
か
の
や
う
に
思
は
れ
る
の
．
で
あ

る
。
從
っ
て
今
迄
が
碑
文
を
解
呈
す
る
に
際
し
て
の
推
論
の
是
非

は
一
つ
に
か
・
つ
て
O
琶
島
お
ヨ
）
3
二
世
の
鑓
塾
三
養
碑
丈
に
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
前
蓮
の
彼
の
所
詮
寧
に
引
用

せ
ら
れ
た
撒
々
の
碑
文
に
書
す
る
彼
の
態
度
を
論
評
す
る
以
前
に

先
づ
此
の
碑
丈
の
記
す
慮
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
9
三
巳
霊
帥
は
上
述
’
の
所
設
を
述
ぶ
る
本
文
に
於
て

　
　
8
コ
（
W
翼
①
1
＜
ン
幽
曳
プ
信
呪
騨
一
冨
。
。
O
甑
H
）
繭
O
昌
O
h
O
勉
昌
〔
ご
P
⑳
儒
℃
け
P
H
［

　
　
雷
自
⇔
峠
0
9
¢
μ
Φ
α
¢
冒
O
節
図
O
h
什
プ
O
ぴ
口
σ
身
ぼ
け
h
O
一
，
｛
⇔
お
ケ
け
O
h
箒
戸
①

　
　
諏
話
叶
（
曲
．
Φ
4
一
づ
け
①
8
P
蜀
H
k
）
ヨ
O
⇔
¢
μ
○
馬
＞
Q
o
ゴ
斜
“
プ
ρ
凶
け
○
噂
ω
・

　
　
①
い

と
記
し
て
、
そ
の
脚
註
に
そ
の
原
文
を
掲
げ
て
、

　
　
σ
｝
峯
質
訓
吋
包
（
”
　
琶
P
プ
幽
国
蕊
四
縣
｝
鼠
門
鐸
す
　
つ
，
一
　
ω
9
ρ
臼
9
伽
尻
瀞
σ
q
β
℃
審
の
k
鋤

　
　
》
尋
物
鐙
ω
k
鋤
　
4
コ
O
ロ
揮
山
国
ρ
σ
Q
β
一
）
貯
ω
団
P
　
く
ご
簿
｝
、
ρ
」
噌
創
貯
周
延
P
跡
！
N
鋤
劣
鍵
．
Φ

　
　
（
寒
9
暮
”
這
鴬
冨
訂
一
習
三
門
塁
…
…
：
伍
慧
・
駐
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
簾
幸
九
讐
第
煕
號
　
七
二
入

　
　
葛
西
ひ
臨
ヨ
珍
二
〇
　
爆
臨
凹
田
ゴ
釜
ご
罰
つ
謄
O
　
℃
虚
円
二
話
ヨ
0
　
4
仁
鉱
P
（
認
！
、
9
雛
儒

　
　
一
）
蔵
。
§
）
轡
二

と
漕
記
－
し
、
　
戦
災
に
∵
て
の
、
後
に

　
　
6
三
乙
な
O
Z
怠
簿
9
！
1
．
飴
む
な
く
O
「
陵
ご
昌
（
二
k
∩
○
．
5
白
鐸
P
汀
蝕
①
鳥
一
〇
昌
一
〇

　
　
σ
）
・
ン
、
ご
，
．
］
〉
切
．
回
）
謎
扁
（
ρ
穿
費
・
粕
づ
Q
1
＜
二
戸
O
O
煽
門
螢
叶
O
H
O
囲
二
お

　
　
意
識
舅
ρ
広
裟
9
凶
。
貧
鷺
湊
。
償
ヨ
．

と
記
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
〇
三
。
衆
3
の
U
ゆ
押
望
婁
傍
近
貯
・
教
授
が
毎
Ψ
．
σ
q
】
、
碧
三
ρ

討
（
誉
劉
×
×
H
．
（
竈
q
。
も
ゆ
）
　
に
於
て
學
界
に
報
告
し
た
も
の
に
依
る

と
，　

㊥
こ
ぎ
葛
鼻
ζ
↓
b
ρ
σ
倒
轟
轟
〔
壷
口
警
．
ソ
．
号
つ
ず
G
。
9
・
ヨ
郎
争

　
　
峯
0
9
戸
も
β
t
髭

㊥
曹
g
霧
饗
夢
葺
謬
ぎ
一
暴
9
劉
菖
i
言
竃
プ
凶
〕

　
　
圏
息
ヤ
ゐ
翫
一
0
9
U
α
H
，
P
σ
q
償
弓
け
田
1

　
㊥
。
。
ぢ
ぐ
司
る
一
昼
｝
φ
1
。
・
鋤
陣
営
霧
愚
、
①
〕
…
：
…
〔
○
ξ
β
〕
i

　
　
八
百
一
白
基
く
費
9
日
倒
影
鋤
一
。
。
鉱
μ
一

　
㊨
く
霧
。
・
器
①
ξ
珍
匿
｝
夢
・
①
〇
一
…
…
…
〔
鷲
己
件
ぎ
暮

マ
　
＾
～
芝
露
一
自
ぎ
ω
①
冨
5

（　1－le　）



　
㊥
　
8
ヨ
図
題
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
⑳

と
な
っ
て
を
り
、
第
四
行
目
の
摩
減
の
部
分
は
房
観
発
酵
昌
器

と
充
唄
せ
ら
る
べ
き
旨
を
記
し
，
そ
の
理
由
と
し
て
次
に
高
ぶ
る

が
如
き
研
究
の
結
果
を
記
し
て
報
告
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
第
三
行
よ
り
五
行
に
至
る
日
附
の
詳
細
を
含
む
重
要
な
語
が

　
摩
滅
し
て
み
る
こ
と
は
實
に
不
幸
で
あ
る
。
そ
の
始
め
の
部
分

　
は
此
の
日
附
が
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
の
統
治
何
年
に
該
常
す
る

　
か
を
記
し
て
み
る
も
の
で
あ
．
る
が
、
此
の
部
分
が
保
た
れ
て
ゐ

　
な
い
こ
と
は
重
大
な
損
失
で
あ
る
。
而
し
て
第
二
の
部
分
は
六

　
十
一
年
と
云
ふ
日
附
の
厨
す
る
紀
元
廓
ち
潟
巴
曽
を
記
し
て
ゐ

　
る
が
、
此
が
笈
多
紀
元
な
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
寒
し
○
ε
欝
の
宇
が
保
存
さ
れ
て
み
る
に
如
く
は
な
い
．
憂
に

　
叉
こ
の
部
分
に
発
て
月
の
名
が
損
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
併
し
幸
に
も
男
峯
夢
費
づ
Φ
と
云
ふ
語
が
月
の
名
の
部
分
の
直
ぐ

　
後
に
残
っ
て
み
る
。
此
は
此
の
六
十
一
年
に
閏
月
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
と
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
嘗
て
【
切
’
舘
芸
舞
氏
は
誉

、
那
敏
の
資
料
に
依
り
笈
多
紀
元
の
年
次
は
曾
ぎ
紀
元
の
年
次

　
に
二
百
四
十
一
年
を
加
ふ
る
こ
差
に
依
っ
て
得
ら
る
る
こ
と
を

　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

　
讃
明
し
た
。
か
く
て
此
の
碑
文
の
笈
多
六
十
一
年
に
二
百
四
十

　
一
年
を
加
ふ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
0
9
】
鼻
紀
元
三
百
二
年
を
得

　
る
。
郎
ち
西
紀
三
百
八
十
年
で
あ
る
。
而
し
て
ω
惹
匿
斧
耳
目
鐸

　
崔
蕊
の
H
巳
噛
き
Ω
ソ
§
巨
。
讐
に
於
け
る
日
・
・
莚
×
の
第
四

　
十
二
頁
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
西
紀
三
百
八
十
年
に
の
み
閏
月

　
が
あ
っ
て
、
西
紀
三
七
八
年
に
も
或
は
三
八
…
1
二
年
に
も
な

　
べ
、
而
も
夏
に
西
紀
三
八
○
年
に
於
て
は
》
珍
雪
ぎ
月
が
此

　
の
閏
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
の
得
る
。
か
く
て
寒
・
酔
ぎ
濤
の

　
前
に
あ
る
峡
所
は
容
易
に
〉
ω
プ
山
巡
声
－
高
彫
①
を
以
て
補
蝕
す
る

　
こ
と
が
出
鉱
る
の
で
あ
る
。
云
云

　
以
上
が
雪
寝
臥
詩
嚢
の
所
説
で
あ
る
が
、
此
と
潜
き
に
述
べ

た
∩
9
ヨ
α
勺
鉱
の
所
詮
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、
實
に
Ω
〇
二
巳

伽
藍
が
此
庭
に
馬
脚
を
現
は
し
て
み
る
こ
と
を
知
．
る
の
で
あ
る
。

即
ち
彼
。
か
唯
｝
の
根
糠
と
す
る
碑
文
に
於
け
る
月
名
の
詞
・
・
㌶
律
螢

な
る
語
は
碑
文
そ
の
も
の
で
は
摩
滅
し
て
終
っ
て
み
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
そ
れ
は
笈
多
紀
元
の
年
次
が
O
。
・
閣
δ
紀
元
の
年
次
に

二
百
四
十
一
年
邊
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
、
換
雷
す
れ
ば
、

笈
多
紀
元
は
西
紀
三
二
〇
⊥
年
に
筆
墨
し
、
笈
多
紀
元
に
湘
償

　
　
　
　
　
　
第
十
九
唇
　
第
四
魏
　
　
滋
二
九

（1虹）

犠
、



‘

　
　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
聞
題

す
る
西
紀
年
数
は
そ
の
年
賦
に
三
一
九
一
二
〇
年
を
加
ふ
る
こ
と

に
依
り
得
る
と
い
ρ
勘
こ
と
を
繭
提
と
し
て
、
始
め
て
⊥
蓮
ω
ご
5
で

魯
孤
影
敏
授
の
所
論
の
戴
く
得
ら
る
る
の
で
あ
る
、
、
（
ご
く
啓
二
．
鉛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
此
の
碑
文
の
柘
…
本
を
得
た
も
の
で
な
く
、
9
。
・
ζ
罫
鍵
か
ら
即

知
せ
ら
れ
九
の
で
あ
る
。
從
っ
て
恐
ら
く
は
憲
涛
塾
＾
職
が
、
彼

自
身
叉
は
他
の
腿
者
が
上
述
の
霧
雪
O
巴
§
敏
授
の
魏
き
順
列
鳳

の
結
果
得
た
詠
観
停
∂
月
の
名
を
そ
の
儘
に
記
し
て
合
。
忌
乙

男
巴
に
報
じ
た
も
の
で
あ
．
り
、
彼
は
又
得
尤
ゆ
か
し
こ
し
と
薫
り

深
く
吟
味
す
る
こ
と
な
し
に
使
用
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
彼
が

拓
本
を
得
な
か
っ
た
と
｝
ム
ふ
こ
と
は
，
彼
の
爲
同
情
さ
る
べ
き
で

あ
ら
う
が
、
さ
り
と
て
彼
目
障
の
無
責
任
さ
は
責
め
ら
れ
て
も
仕

方
が
な
い
で
あ
ら
う
。
彼
が
論
究
の
最
重
要
な
も
の
と
し
た
O
①
亭

臼
謝
ξ
言
二
世
の
竃
毬
養
9
碑
文
に
し
て
斯
く
の
如
し
Q
彼
の
所

詮
中
に
い
、
ゆ
る
十
年
十
五
年
二
十
年
等
の
隔
り
と
い
ふ
推
定
は
、

彼
麹
身
に
於
て
如
何
な
る
論
搾
が
あ
る
に
し
て
も
、
候
り
問
題
親

さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
從
っ
て
彼
の
諸
碑
丈
に

封
ず
る
解
灘
の
態
度
に
就
い
て
も
、
今
長
々
し
く
論
詐
を
癩
へ
る

必
要
は
な
い
撰
に
思
は
れ
る
ソ

　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
続
　
　
七
三
〇

　
如
上
に
於
て
、
最
近
に
於
け
る
笈
多
紀
元
問
題
に
封
ず
る
詳
細

を
好
め
た
二
9
．
ぎ
（
こ
、
ρ
の
研
説
に
鋤
す
る
卑
見
を
加
へ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
百
果
に
於
て
費
に
彼
の
所
説
は
顯
覆
を
儀
儀
な
く
せ

ら
癌
た
と
云
ひ
得
よ
う
。
結
果
か
ら
み
て
彼
の
所
管
は
何
等
の
儂

値
が
な
か
っ
た
と
も
云
へ
よ
う
，
兎
も
角
、
若
く
し
で
団
】
鎚
以

來
一
．
註
託
｛
の
研
究
の
結
果
は
，
今
宮
の
慮
毫
末
の
焦
ぎ
を
も
來

九
さ
な
い
。
從
っ
て
こ
れ
獄
上
甑
の
問
題
に
乱
し
て
記
渡
す
る
必

要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
獄
下
に
観
て
蛇
足
と
し
て
、
此
の
從

來
の
直
紙
紀
元
狂
酔
は
三
二
〇
一
一
年
に
該
常
す
と
な
す
読
を
支

持
す
る
に
足
る
と
患
は
れ
る
一
つ
の
携
詮
を
試
み
る
で
あ
ら
う
。

勿
論
笈
多
紀
元
元
年
が
繭
紀
三
二
〇
1
｝
年
に
位
署
す
と
い
ふ
こ

と
を
撒
宇
的
に
示
す
も
の
で
は
な
く
、
唯
此
の
年
次
に
依
ら
ね
ば

解
鐸
す
る
こ
と
が
翫
來
な
い
と
い
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
四

法
苑
珠
林
第
二
十
九
章
（
大
正
磯
経
第
五
ナ
三
巷
澱
〇
二
頁
下
段
＼
に

　
依
王
建
策
工
女
云
。
西
國
瑞
像
無
窮
。
雀
隠
摩
詞
鞍
提
樹
像

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
へ
　
　
も

云
。
跳
舅
師
子
令
室
名
戸
迷
怯
抜
姫
鱒
蛋
功
梵
王
。
遺
二
比
丘

來
議
此
寺
。
大
者
錘
語
雑
。
小
者
震
雛
。
其
二

の14（



　
比
丘
禮
菩
提
樹
金
剛
庵
訪
。
此
寺
不
安
置
。
其
二
比
丘
亀
鑑
其

　
本
國
。
王
鮒
比
丘
。
往
鼻
血
弄
聖
慮
來
。
難
瑞
云
何
。
比
丘
報

　
云
。
閻
浮
大
地
無
安
身
虚
。
高
聞
解
語
。
澹
多
輿
珠
費
使
迭
與

　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
へ

　
此
國
王
三
護
齢
羅
蝋
多
。
因
此
蝦
來
。
部
是
師
子
國
比
丘
。
叉

　
金
剛
…
座
レ
、
愈
像
。
元
造
之
時
云
云

と
記
し
て
あ
る
。
此
の
交
は
。
。
娑
含
⇔
目
夕
、
一
教
綬
が
一
九
〇
〇
年

の
H
o
質
毎
巴
〉
。
。
採
…
2
0
に
於
て
　
．
ピ
6
り
’
、
房
伊
δ
⇔
自
。
づ
図
一
型

斜
影
①
過
日
ω
げ
魯
易
】
．
ご
鳥
①
．
な
る
論
丈
の
中
に
引
用
し
て
獄
來
。

謹
㊦
鼻
ω
諺
曲
臼
其
他
多
く
の
印
度
墨
考
が
凡
ゆ
る
意
味
に
於
て
引

用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
○
①
）
凡
書
王
。
Q
三
窓
＆
停

　
　
⑳

話
蒋
ρ
と
G
Q
費
昌
巳
量
σ
。
ξ
貯
と
が
罰
動
揺
の
人
で
あ
っ
九
こ
と
を
傳

へ
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
多
く
の
印
度
學
者
が
試
み
た
様
に
、
私

儀
ら
も
錫
爾
史
料
に
依
っ
て
累
。
σ
Q
ξ
べ
紹
養
の
年
代
を
決
定
す
み

こ
と
に
依
っ
て
、
o
Q
p
諺
長
ぎ
α
Q
二
℃
鍋
の
年
代
を
考
へ
よ
う
と
す
る

者
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
に
於
て
所
見
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
寂
p
葺
く
監
】
鍔
（
錫
繭
大
史
」
を
英
課
し
た
均
警
㊦
ぎ
O
o
曲
角
の

計
算
に
依
れ
ば
寓
。
号
鍵
避
毒
の
講
評
は
佛
滅
後
八
三
五
年
で

　
⑳

あ
り
，
H
男
尉
常
簿
は
累
夢
心
く
雛
ψ
墨
に
依
り
八
三
三
年
、
U
ぢ
p
－

　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

！
鹿
鍔
騨
（
錫
繭
島
史
）
　
に
依
の
八
三
六
年
と
し
た
。
從
っ
て
，
此

に
大
憲
に
於
て
略
八
三
五
年
と
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
迄

の
多
く
の
印
度
漁
者
は
、
ビ
穿
…
に
せ
よ
蛍
Φ
簿
に
せ
よ
。
Q
ヨ
三
μ

に
せ
よ
、
蒋
又
○
。
曲
㈹
角
に
せ
よ
、
凡
て
佛
減
の
年
代
を
或
は
酉

紀
前
五
四
四
年
と
し
て
、
或
は
蘭
四
八
三
年
と
す
る
こ
と
に
依
っ

て
計
算
し
て
諸
。
讐
p
毒
茸
鋤
の
師
位
の
歳
を
決
定
せ
ん
と
し
た
の

で
あ
る
。
私
が
逐
電
の
意
見
を
表
す
る
の
は
實
に
此
の
鮎
な
の
で

あ
っ
て
、
一
般
に
考
へ
て
適
齢
の
年
代
な
ど
云
ふ
も
の
は
今
日
の

資
料
か
ら
み
て
決
定
す
る
こ
と
は
全
然
不
可
能
と
云
っ
て
よ
い
の

で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
れ
を
以
て
計
算
の
根
搾
と
す
る
こ
と
は
，

大
い
な
る
誤
謬
を
侵
す
所
以
な
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
私
は
何
を
以

て
此
を
決
定
せ
ん
と
す
る
か
と
云
へ
ば
、
私
は
此
慮
に
阿
育
王
の

皇
位
の
歳
を
以
て
計
算
の
根
櫨
と
す
る
こ
と
を
提
試
す
る
の
で
あ

る
。
阿
育
王
の
爵
位
の
歳
は
今
日
印
度
礎
家
に
依
っ
て
西
紀
前
二

七
〇
年
と
定
論
と
し
て
認
容
せ
ら
れ
て
る
る
、
此
の
所
説
の
詳
細

は
鷺
6
0
p
彰
葺
（
薦
。
躍
鼓
。
蔓
9
『
（
夢
第
一
巻
五
〇
工
頁
に
於

て
舅
・
≦
’
目
μ
9
ご
霧
が
論
難
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
毫
末
の

疑
を
も
止
む
鯨
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
確
實
な
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
第
ナ
九
毒
　
第
四
號
・
　
七
三
　

（王43）



　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

認
容
さ
れ
て
る
る
阿
育
王
の
節
位
の
歳
を
以
て
介
の
計
算
の
依
綴

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
歳
は
今
此
慮
に
隠
題
と
し
た
巴
利

史
料
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
、
、
師
ち

　
　
　
　
　
　
⑳

　
d
ぢ
碧
巴
鍔
9
＜
H
．
一
．
に

　
　
（
プ
d
養
啓
9
1
鼠
O
曽
《
霧
。
Q
9
一
巳
葺
一
鶴
ご
，
畠
訟
く
霧
○
。
9
一
巳
O
却
一

　
　
鍔
白
σ
償
無
臼
δ
℃
㌶
巨
ぴ
σ
葺
Φ
筈
三
。
。
凶
δ
頴
旨
象
。
・
雪
づ
。
＝

　
二
百
十
八
年
を
佛
陀
の
浬
申
し
て
よ
り
縄
過
せ
ろ
隠
に
、
善
見

　
王
は
灌
頂
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
あ
る
っ
此
塵
に
吉
見
王
と
は
阿
育
王
の
こ
と
で
あ
り
、
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

零
答
努
憲
。
・
餌
（
＜
．
巴
）
に
も
同
檬
の
記
事
が
見
え
、
二
再
ナ
八
年

と
い
ふ
数
に
於
て
贋
者
一
致
し
て
み
る
の
で
あ
．
る
。
勿
論
二
百
十

八
年
と
い
ふ
年
麹
が
正
確
な
も
の
と
は
雷
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。

と
同
様
に
累
。
σ
q
ζ
＜
鴛
葛
の
帥
位
が
佛
滅
後
八
百
三
十
五
年
に
當

る
と
い
ふ
そ
の
年
次
も
勿
論
怪
し
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
錫

蘭
は
略
阿
育
王
の
時
代
か
ら
記
録
時
代
に
這
入
っ
た
の
で
あ
り
、

工
百
十
八
年
と
云
ふ
年
次
そ
の
も
の
が
怪
し
む
べ
く
疑
ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
に
し
て
も
、
兎
も
角
あ
る
標
準
に
．
よ
っ
て
阿
育
王
の
師

位
は
佛
減
後
一
二
八
年
に
詰
る
と
し
虎
の
で
あ
ゆ
，
同
様
に
其
の

　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
七
三
二

獄
後
膨
藷
ぎ
一
葦
毒
に
至
る
久
質
王
の
在
位
年
数
も
、
そ
の
二
百
＋

八
年
と
し
た
と
醐
じ
標
準
に
依
っ
て
各
々
何
年
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
を
加
へ
る
こ
と
に
依
っ
て

得
た
八
百
三
＋
五
年
と
い
ふ
年
撒
も
，
そ
の
事
實
の
年
撒
と
異
る

こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
二
百
十
八
年
と
い
ふ
年
数
と
琳
卦
昨
い

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

考
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
阿
育
王
の
廓
位
の
歳
以
後
零
。
σ
Q
ぎ
〆
唐
∵

糧
の
虚
位
に
至
る
間
の
隔
り
の
年
数
を
得
る
に
差
支
へ
な
い
の

で
あ
る
。
從
っ
て
此
慮
に
そ
の
隔
り
の
年
撒
と
し
て
六
百
十
七
年

（
八
三
五
マ
イ
ナ
ス
ニ
凶
八
）
と
い
ふ
激
を
得
て
誤
り
は
な
い
の
で

あ
る
。
課
戸
に
於
て
累
＆
蛋
唐
蒜
の
気
位
の
歳
は
阿
育
王
郎
位

の
歳
臨
ち
西
紀
前
二
七
〇
年
か
ら
六
百
十
七
年
後
の
こ
と
と
云
ひ

得
る
の
で
あ
っ
て
，
實
に
西
紀
三
四
七
年
を
得
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
彼
の
在
位
年
数
は
二
＋
七
年
と
累
多
貿
毘
穿
9
第
三
十
七
章

に
記
さ
れ
て
み
る
故
に
、
實
に
彼
は
西
紀
三
四
七
年
よ
り
三
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
に
亙
っ
て
錫
薗
に
君
臨
し
た
の
で
あ
る
、

　
今
誓
ヨ
自
円
お
ξ
翁
の
在
位
の
望
事
を
見
る
に
、
笈
多
紀
元
九

　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
よ
り
略
六
＋
年
迄
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
此
を
賢
き
の
の
。
ぐ
画
巳

建
の
云
・
勘
笈
多
紀
元
元
年
を
西
紀
二
七
二
年
⊥
二
年
と
す
る
所

（14り



説
に
當
て
は
め
る
と
、
o
Q
9
・
旨
巳
欝
σ
q
ξ
醇
の
在
位
の
期
間
は
酉
紀

二
八
○
年
よ
り
三
百
三
十
二
年
の
頃
と
な
り
，
彼
と
詞
時
代
と
云

は
れ
る
罎
。
讐
簿
く
p
弓
醤
は
未
だ
郎
位
し
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
此

に
封
し
て
笈
多
紀
元
が
西
紀
三
二
〇
一
一
年
に
劔
ま
る
と
す
る
に

あ
て
は
め
る
と
、
彼
の
在
位
期
間
は
西
紀
三
百
二
十
九
年
よ
り
八

十
年
の
頃
に
亙
り
、
嵐
①
σ
Q
冨
～
．
鴛
葛
の
在
位
の
期
間
（
三
四
七
！

三
七
四
）
を
全
く
含
ん
で
此
慮
に
闘
時
代
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
っ

て
、
法
苑
珠
林
に
傅
ふ
る
二
郎
と
完
全
に
一
致
す
る
。
．
此
の
黙
に

依
っ
て
も
，
笈
多
紀
元
元
年
を
西
紀
三
二
〇
一
一
年
と
す
る
に
何

等
の
不
當
は
な
い
の
で
あ
．
る
．

　
　
　
　
五

　
〇
〇
く
ヲ
鳥
”
鼓
の
提
説
に
卜
す
る
愚
見
の
開
陳
は
、
彼
の
所
説

を
餓
り
に
も
長
く
引
用
し
た
こ
と
に
依
っ
て
冗
長
な
も
の
に
成
り

終
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
残
念
に
思
ふ
Q
唯
一
つ
の
碑
文
等
の
資
料

を
廻
っ
て
繰
返
さ
れ
る
憶
説
を
も
簡
箪
に
片
付
け
去
る
こ
と
の
全

然
不
可
能
な
印
度
史
．
學
の
現
在
の
歌
態
に
於
て
，
且
和
動
國
に
於

て
は
今
日
の
慮
餓
り
に
も
即
題
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
印
度
史
墨

の
立
場
に
於
て
、
少
く
と
も
紹
介
餉
．
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て

　
　
　
　
笈
多
紀
元
の
問
題

で
も
許
し
て
頂
け
る
こ
と
と
思
ふ
．
倫
，
須
田
先
生
に
於
か
れ
て

は
極
め
て
御
多
忙
中
に
も
拘
は
ら
す
、
蕪
難
そ
の
も
の
の
如
き
本

小
稿
の
御
校
閲
を
賜
は
り
、
種
々
御
注
意
を
下
さ
れ
た
。
自
重
に

謹
記
し
て
、
筆
者
の
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
註
　
以
下
に
凡
て
曝
者
の
註
で
あ
る
．
）
ゴ
ヴ
ィ
ン
ド
。
パ
イ
及
　
ひ
プ
ハ
ン

　
　
ダ
ル
カ
ル
の
二
親
申
に
あ
る
も
の
も
凡
て
筆
者
の
註
で
あ
る
。
原
詫

　
　
ば
能
ふ
限
り
本
丈
中
に
拓
入
し
て
あ
ろ
。

　
①
庇
露
に
暴
げ
六
人
々
の
所
説
に
凡
く
い
国
・
津
・
簿
の
夏
。
居
》

　
　
蔦
9
冨
O
励
静
。
国
p
⊃
ピ
ぢ
O
貰
℃
⇔
ρ
H
（
凶
嵩
㏄
u
聰
の
序
論
の
申
に
述
べ
ら
れ
て

　
　
あ
り
、
そ
の
跨
櫨
も
示
さ
れ
て
あ
る
。

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
。
門
」
H
・

③＠＠
帽
N
o
艶
ω
p
o
財
磐
…
》
ぎ
ゆ
答
師
局
り
m
H
昌
盛
p
　
　
　
　
　
　
ワ
い
只

冨
陰
男
¢
閂
暴
蛋
q
…
閏
養
σ
q
ヨ
。
一
器
》
欝
び
。
。
・
簿
辱
爾
脇
§
。
。
．
勺
陰
H
い
。
。
塗

嗣
・
舅
・
屑
5
0
窪
H
冨
。
ユ
冥
δ
ゆ
ψ
o
h
費
①
団
鍵
ξ
Q
二
℃
3
図
ヨ
鹸
・
。
・

℃
・
H
o
ρ
　
累
ρ
図
騒
置
．
聾
跨
Φ
●
惹
F

（
以
下
に
於
て
ば
固
0
9
翼
。
・
と
の
み
記
す
）

男
冨
曾
翼
O
ゆ
図
襲
．

出
，
一
〇
2
ほ
更
に

く
○
藁
≦
鷺
H
話
。
ユ
℃
嫁
。
β
　
o
［
O
ぎ
穿
5
盛
図
ぎ
ぴ
q
｝
ヨ
【
碁
9
’
、
ρ

　
＜
a
p
竃
阜
の
舞
籔
く
暮
雪
い
．

　
　
　
第
十
九
奮
　
第
四
號
　
　
七
三
三

（エ45）



笈
多
妃
元
の
闘
題

　
　
潟
登
第
○
彗
舞
詳
O
h
H
）
7
釜
、
｛
緕
缶
三
州
く
。
　
く
●
o
な
．
ω
ω
9

　
　
巻
藁
鴛
H
湊
。
調
覧
δ
二
〇
〔
ン
｛
2
、
二
貧
ざ
！
．
｛
ゴ
　
（
甲
．
幹
践
節

　
　
属
。
層
薪
O
同
舘
誘
。
頃
臼
a
か
押
ジ
’
　
＜
G
幹
い
⇔
Q
ρ

　
た
暴
げ
て
る
る
σ
ぐ
巳
号
窪
－
紹
島
署
暮
と
云
ふ
の
艮
、
轟
き
の
と
げ
穿
⇒
島

　
に
笈
多
紀
元
と
同
じ
で
あ
ろ
旨
記
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
笈
多

　
紀
元
た
論
ず
ろ
際
に
ほ
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
が
、

本
篇
の
主
と
寸
る
¢
。
多
凶
同
、
臥
の
註
説
に
封
ず
、
る
論
評
に
は
流
接

關
係
が
な
い
の
で
省
く
こ
と
と
し
ぬ
。

⑥
今
算
9
舞
が
引
川
し
六
岩
豪
6
暴
及
び
の
屋
蓼
H
園
簿
（
掃
肖
2
の
署
書

　
よ
り
二
丈
の
噌
引
綱
た
差
控
へ
ろ
が
、
彼
が
既
等
濯
網
結
の
詑
事
為
｛
裟
堂
田

す
る
も
の
と
し
て
引
い
て
み
る
庭
の
、
ζ
良
§
貯
の
臼
三
。
汀
・
ω
冨

　
の
記
事
な
記
し
て
お
く
。
閣
に
甥
9
鼠
。
窪
費
簿
は
窯
9
σ
q
帥
門
碑
文

　
（
閑
讐
σ
q
舜
喜
㌶
0
9
≡
㌶
｛
。
？
　
く
。
圃
・
く
H
疑
）
に
依
れ
ば
、
．
酉
紀
七
七

　
入
年
頃
の
6
響
ご
薮
り
轟
鴛
a
9
の
庇
淋
護
な
受
け
六
と
云
ふ
Q

　
　
　
（
8
覧
｝
o
閤
p
ω
弩
ρ
c
◎
h
唱
）

　
　
a
く
圃
琶
卦
ヲ
三
門
く
蟹
。
’
7
山
畠
3
［
勺
該
8
螢
同
琶
μ
簿
け
算
峠
9
♂
．
9
込
旨
旨

　
　
智
警
讐
口
鰐
超
μ
溝
諺
茜
9
ゆ
多
営
の
3
つ
、
岸
重
β
暮
ぎ
3
ぎ
【
a
o
』
曙
p
〔
。

　
　
露
a
二
冨
ユ
臼
田
ε
p
〈
葺
矯
鐸
雰
5
密
参
〔
髪
、
錠
ω
葺
鷹
・
，
毛
§
暮
当
，

　
　
窺
μ
二
多
ヨ
σ
q
㌶
多
智
ゐ
翁
け
搾
a
匿
い
曙
簿
⑦
購

　
術
冒
ぎ
切
窪
ρ
の
鮮
慧
く
ρ
ヨ
3
匡
？
冨
紀
元
七
〇
五
年
即
ち
西
紀

　
七
入
四
年
の
墳
書
か
れ
歪
も
の
で
あ
る
Q
（
り
β
ノ
く
冥
窪
首
N
蜘
○
◎
，

第
十
九
憲
　
第
臨
號
　
　
七
三
四

「

　
。
な
氾
二
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に
問
題
と
な
ろ
詑
事
に
、
宋
史
谷
九
十
七
に
「
諦
子
國
元
慕
五
年

園
王
刹
利
摩
訂
南
奉
表
日
云
云
」
の
詑
載
で
あ
っ
て
、
元
嘉
五
年
即

ち
西
紀
四
二
入
年
に
錫
薦
王
鼠
鋳
謬
冒
彰
が
優
た
遣
ば
し
六
と
傳
ふ

る
の
で
あ
ろ
が
、
こ
の
歳
次
に
於
て
に
寓
菩
謬
習
壼
ば
即
位
し
て
み

す
、
彼
の
兄
q
℃
註
馨
の
治
世
中
な
の
で
あ
ろ
。

　
然
し
既
の
事
實
に
關
し
て
艮
假
諸
鋳
弩
彰
紹
の
記
事
に
就
い
て

笈
多
紀
元
の
問
題

　
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
が
、
　
今
の
揚
毎
夏
た
避
け

　
て
勝
來
に
譲
ろ
こ
と
と
す
ろ
。

⑧
ω
9
日
戸
迅
鑓
α
Q
も
3
の
伽
耶
勅
詐
碑
文
（
翌
①
簿
以
。
・
ひ
○
）
の
第
十
四

　
行
目
に

　
　
　
Q
Q
p
曇
ぴ
舞
（
旧
く
騨
ぼ
）
O
　
＜
鑑
辛
目
峯
象
H
o

と
あ
り
、
留
原
に
み
ゆ
る
ω
誌
糞
が
O
【
眞
摯
ω
・
爵
§
で
あ
ろ
こ

　
と
に
明
か
で
あ
ろ
故
に
、
の
琶
毎
母
お
毛
3
が
笈
多
紀
元
九
年
の
頃
王

位
に
め
つ
六
こ
と
た
知
ろ
。
而
し
て
彼
の
訳
の
9
乱
蒸
壱
欝
二
世

　
の
最
初
の
日
附
ば
、
先
き
の
寓
銭
崔
雷
碑
丈
の
山
山
十
一
年
で
あ
ろ
か

・
ら
、
其
の
畔
以
前
に
ω
§
乞
壁
σ
q
壱
露
艮
退
位
し
て
ゐ
う
と
思
ぼ
れ

　
る
。
恐
ら
く
は
死
ん
で
ゐ
☆
で
あ
ら
う
。

第
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
七
三
七
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